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Volterra 方程式の 1-periodic 解について
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〔1〕 積分可能 な非線型離散系 である戸 田格子の多重 周期解 の中 で,も っ ともシンプルな1-

periodicwaveの 解が初等数学の公式 の直接 の応用 として も得 られ るのはよ く知 られた事柄 であ

る。 このメモでは同 じ観点 からVolterra系

鑑=(Nn.1-Nn+1)Nπ(1)

及 びその特解 である1-periodicwave解 を若干 拡張す る試み をのべ る。新 しい系 にはあま りは

っき りした物理的意味がっ けられないが,得 られた公式 は普通 の本 の中 には載 っていない模様

である。

(A)方'程 式
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(B)方 程 式
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Mn=(渇 β・・e)-1
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とい う1・periodicwave解 を もつ ・ これ ら二 つ の場 合 の証 明 は容 易 で あ る(A.又 はBnは

const・ が4(α(n+1)+βt)",(α(π 一1)+,Gt)/〔04(αn+Ot)〕2の よ うに仮 定す れば よい)の で

省 略す る。ω にお い てm=1の 場 合 がVolterra系(1)の 特 解 であ る1・periodicwave解 に相 当す る。

四 〕(3)に お い てk→1の1㎞itを と る と方 程 式(2)の1・solitonが 得 られ る。!V.の み た す方 程

式では変数酬 ・一蝋 一一曲農 砦+、)
。 となるように(姻 から(鰯 ・の

に あ らた め て もよい か ら,結 局(1)の1・sohton解 と して
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の よ うに得 られ る。連 続 体 近 似 に お け る も との方程 式 又 これ らのsolitonのinteractionが ど う

な って い るの か な ど著者 に は不明 で あ る。

Nn=1+
,h。.sh(m+1)α

ch2{αn- ・`}十chmα
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が得 られ,方 程式(4)に 対 して も同 じよ うに して1・soliton解 が

2shα ・sh(m-1)α
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